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· 出席者は記録者が印を付ける。

＜実習関係＞

・PSW実習：8/5～8/20　実習あり。
　＜第4回院内研修＞
　日　時：8月18日（火）・19日（水）17:30～18:30
　場　所：メンタル4階メモリアルホール
　テーマ：｢精神保健福祉法(行動制限)｣
　講　師：大川　祥子PSW
　※出席の際はマスクを着用し、席の間隔を前後左右であけ着席するようにしてください

＜昇格試験＞
１ 試験日程：８月２６日(水)２７日(木)２８日(金)　
２ 場所： メンタル４階メモリアルホール　【八戸会場】
※試験会場は使用状況にて変更になる場合があります。　あらかじめご了承ください。
３ 試験時間：１７：３０～１８：３０
４ 申込期限：８月３日（月）～８月１０日（月）１７：００
５ 対象職員：中級・上級受験資格者
６ 申込方法：みんなの共有⇒総務室⇒昇格試験申込
＜看護グループ内研修＞

日　時：8月20日（木）　16：30～17：00

場　所：病院2階　会議室

テーマ：リーダーシップ

対　象：中級者、上級者（対象者以外の方も参加できます）

講　師：藤原SGM
日　時：8月27日（木）　17：15～17：45

場　所：病院2階　会議室

テーマ:認知症疾患医療センターの役割

対　象：全スタッフ

講　師：赤坂SGM、大川PSW

＜防災委員会より＞
・8/21（金）青陽館避難訓練予定。

＜書類等の作成及び点検について＞

『疾患別診療計画書・LASMI・転倒評価の作成について』

・２人一組の担当制にする。互いの担当利用者様分の疾患別診療計画書の作成、電子カルテへの登録が済んでいるかを確認し、お互いに協力して期日までに終了する。LASMI等の評価も同様に行っていく。
⇒グループ：久保・山田、蕨野・犹守、戸賀沢・藤田
＊LASMI、転倒転落評価は年1回（2月評価）へ変更。ただし、新規利用者は8月に評価を行うこととする。
・日向端　庸男様　　　・馬場　勝美様　　・小田　タネ様　　・七戸　康徳様　　　
・山地　広人様　　・高山　英佐様　　・松橋　駿様　　・田邊　廣二様
・田端　希依子様

上記利用者様の担当スタッフは評価を行い、電子カルテにアップロードすること。
『記録・マニュアル等の点検について』
・日誌と電子カルテの出席、電子カルテの記録(日報、医師評価)の突合等
デイケア：久保・鳥谷部　ショートケア：蕨野・犹守　＊日誌の誤字脱字も　
デイナイトケア：藤田・戸賀沢
　※７月のカルテ・日誌チェックは7日までにしてください。

＊日報、医師評価が入力済みか、個人名の記載の有無
＊日誌と電子カルテの出席に漏れが無い様、毎日のチェックと毎月の確認を行っていく。
・通所の各種マニュアルの更新
＜利用者様情報＞

デイケア
・関　秀治様　～　８時３０分グループホーム世話人より入電があり、朝の訪問時に関様が不在の為デイケアに来所していないか確認がある。まだ来所していない事を伝え、来所した際はこちらから折り返し連絡する事として終話している。９時再度、世話人より入電があり、近くのコンビニ（高専近くのミニストップ）に用事があり、先程戻って来た為これから聞き取りを行うとの事で終話している。本人は普段通り来所している。昼頃に世話人より入電あり、本人の室内が乱雑であり、１週間程度の怠薬が発覚している。今後の生活面が心配である為8/25（火）青陽館で本人、世話人、担当スタッフ交えて面談予定となる。
・寺澤　彩様　～　スタッフへ話し掛けがあり、胸骨の奥当たりの痛みが強く、先週土曜日に八戸赤十字病院を受診し、今週木曜日に再受診予定との事。仕事に影響がある為今週中は就労を休む事を就労先スタッフと特定相談員へ連絡したと言い、デイケアは体調が良い時に利用すると話している。デイケアでは無理のないように過ごす様に伝えている。

デイナイトケア
・繁名　和恵様　～青風荘より情報提供あり。8：20にジアゼパム服用しているとのこと。デイナイトケアでは、来所時から表情冴えない様子が観察されており、特定利用者様（船場孝子様）に聞こえるような声で名前を出しながら悪く言う場面が観察されておりスタッフが介入している。10：05「腹がパッキンパッキンして頭がフラフラしてくらくらしてめまいがする」との訴えあり運動療法は見学している。11：00頃首と肩が痛いとの訴えあり両肩、頸部に本人持参の湿布を塗布している。13：30に「肋骨やお腹、首肩と全体的にイライラする」と訴えありジアゼパムの服用の要求しており1錠服用している。
・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供あり。本日の朝食は主食・汁は全量摂取、副食は少量摂取している。排便-6日目で、本人希望によりシンラック液15滴服用しているとのこと。今朝も排便は無く経過しておりデイナイトケア利用時の排泄状況の観察依頼を受けている。本日のデイナイトケアでは、11：30に「出た」と排便があったことを本人様から報告あり。
・古舘　ヨリ様　～青風荘より情報提供あり。昨日で排便-4目でシンラック15滴服用しているとの事。今朝も排便は無く経過しておりデイナイトケア利用時の排泄状況の観察依頼を受けている。本日のデイナイトケアでは昼食は全量摂取しているも排便について昼食後に聞くも排便なしとのこと。体調について聞くも腹部の痛みや張っている感じも無く過ごされている。
ショートケア
特記事項無し。
＜事例検討会＞
カンファレンスシート（岩渕　さおり様）

実施日：R2年8月17日（火）13：30～14：00

検討内容　目標・計画の検討

	氏名
	岩渕　さおり様
	性別
	女
	年齢
	39
	生年月日
	S55.9.10

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	

	本人希望
	運動療法に参加し、体力向上、気分転換を図る。

	入院歴
	0回　最終入院

	通所歴
	青陽館利用　1回目

令和2年　7月13日～現在　　（週1回/月曜日）

	その他サービス利用
	訪問看護　（隔週金曜日）

	住居：自宅
	家族構成：

	利用制度
	自立支援医療費制度利用中（　円）


利用までの経緯

八戸市立病院通院中。初診は平成12年4月10日であり、独語、話が途切れる、落ち着かない等の症状があり薬剤調整、通院治療を行っている。訪問看護「五福」利用中であり、日中活動の場として本人へ紹介され、令和元年7月頃より体験利用を行っている。

エアロビに興味を示し、意欲的な様子であったが婦人科疾患があり治療の為一旦は利用を見合わせていた。婦人科疾患の治療を終え、再度利用希望があり、体験利用を繰り返し行い。令和2年7月13日よりショートケア開始となる。

【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	継続してショートケアの利用ができる。
	①自身の病状が自覚でき、スタッフへ相談する事ができる。


	服薬を確実に行い、病状の安定を図る。
	安定した生活が出来るように、自身の症状、病状変化について話す事ができ、自身の現状を把握する。来所時は生活面やデイケアで困っている事はないか確認し一緒に対処方法を考え、実践できるように支援する。

	
	②ショートケアでの活動を通じ、体力を向上する


	エアロビクスなどの運動療法に参加し、体力の向上、気分転換を図る。
	エアロビクスなどの運動療法に自分から参加し、体力の向上を図る。スタッフは参加状況を確認し、必要に応じて本人に適した運動を提供する。


【検討内容】

	現状
	今後の対応

	· 体験利用中から連絡なく突然休む事があり、必ず連絡が欲しいことを伝えると以後は、連絡をくれるようになっている。欠席理由としては体調不良、話やすい利用者様が利用日ではないからと言う。

· 自身の病状の自覚はなく、服薬を数日間忘れて調子を崩す事やかかりつけ医の市民病院の受診をしない事がありる。
	怠薬により調子を崩す事が時折見られる為訪問看護「五福」と情報共通、連携し服薬の必要性を伝えていく。

	・エアロビには意欲的に参加している。徐々にではあるが、自分から他利用者様へ話し掛けて交流を持つ場面がある。

体験利用時に一日過ごしたが、強い疲労感がありエアロビの時間だけの利用となっている。
	ショートケアは3時間である為徐々に利用時間が多く出来るように声掛けをしていく。


＊普段からエアロビのみの参加であり、生活の様子や体調面など確認する事が少ない為
今後、適宜声掛けを行い確認し、内容を修正していく。
